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                    校長   今村 孝之  

             

 

１ コミュニティスクール（運営協議会）のねらい 

 「自主」「協働」「責任」をもとにした学校づくりビジョン「豊かな心と健やかな体で、

主体的に学び合う子どもの育成」の達成に向けて、家庭・地域との協働と教職員の資質能

力の向上を周知して取組を進めます。 

 そのために、次の３点を重点項目として取り組みます。 

 ①地域の皆さんから学び、学習意欲の向上と実生活に役立つ取組 

 ②子どもたちの安全・安心を守るため、学習環境の整備や防犯・防災の取組 

 ③学校・地域が協働した取組 

 

２ コミュニティスクール（運営協議会）の実践について 

（1）教育活動の実践事例 

①クラブ活動（茶道クラブ・大正琴クラブ・ＥＭクラブ） 

  クラブ活動では、「茶道クラブ・大正琴クラ

ブ・ＥＭクラブ」で支援を受けました。子どもた

ちは、それぞれのクラブにおいて専門的な指導を

受け、興味を持って意欲的に活動しました。「茶道

クラブ」はお点前を提供したり、「大正琴クラブ」

は児童集会の場で演奏を発表したり、「ＥＭクラ

ブ」は近くの池の浄化活動に取り組んだりしまし

た。 

 ②スクールサポーター 

  保護者をはじめとする地域の方々２０名の方にスクールサポーターとして登録をして

いただき、学校に協力できる分野で活動をしていただきました。家庭科や生活科におけ

る「調理実習」では、子どもたちの安全を見守り

ながら、作業の手順や片づけ等を教諭と連携を図

りながら支援していました。困った時にはすぐに

尋ねることができ、子どもたちは安心して活動に

取り組んでいました。また、4 年生では、体育科

として「着衣水泳」を支援していただきました。

ペットボトルを用いての体の浮かせ方を、実技を

交えて教えていただきました。 

 ③出前じんけん講座 

  1 年生の子どもたちに「人権」について考える機会を持つために、大谷台地区人権啓

別紙Ａ 

 

 



発協議会が中心となって紙芝居「しろくろぶちねこのミースケ」をしていただきました。

差別・偏見について考える場となるとともに、人権に関するお話もしていただきました。 

 ④堀川浄化活動 

  ＰＴＡが中心となり、認定ＮＰＯ法人「地域

環境共生ネットワーク」の協力を得て、4 年生

の子どもたちが校区内を流れる堀川の浄化活動

に取り組みました。河川浄化に効果があるＥＭ

菌を各家庭で作り、堀川へ投入しました。社会

科で学習した内容とも関連付けながら、環境学

習としても取り組むことができました。 

 

（2）コミュニティスクール（運営協議会）の取組による効果 

 ①子ども見守り隊 

 毎日、子どもたちの登下校の様子を見守りながら、

安全面での支援をしていただきました。特に、1 年

生の下校時刻に合わせて学校まで迎えに来たり、横

断歩道などの危険個所にて安全確保をしたりするな

ど、子どもたちを見守っていただきました。このよ

うにお世話になった見守り隊の方々に対しては、「6

年生を送る会」に招待をして子どもたちが発表する

姿を見ていただくとともに、感謝の気持ちを込めた

手紙を 3 年生が代表として書いて手渡しました。 

 ②防災教室 

  大谷台地区自主防災隊の方に協力していただき、4 年生が「防災訓練」と「炊き出し

体験」に取り組みました。防災倉庫の見学や防災に

関する学習を通して、子どもたちは防災に関する知

識をより高めるとともに、救助活動や炊き出し体験

を通して自分にできる防災活動についても学ぶ機会

とすることができました。社会科の学習と関連して、

より一層、地域の防災に関心を持つことができまし

た。 

 ③地域活動（「地区敬老祭」「地区住民の集い」） 

  9 月の「大谷台地区敬老祝賀会」には 3 年生、

11月の「大谷台地区住民の集い」には 5年生がそれぞれ参加し、学校で学習した内容を

中心に発表しました。地域の方々にしっかりと見てもらえるように練習を重ね、本番で

は惜しみない拍手をおくってもらい、地域との交流の一翼を担うことができました。 

 ④校内環境整備 

  今年度から CS 委員の呼びかけにより、地区自治会が中心となって校内の草刈りを実施

しました。5 月と 8 月の 2回にそれぞれ 10数名の方に協力をしていただき、校内環境整

備を進めました。 

 

 

 



 

  上記以外にも様々な取組を進めることで、学校・保護者・地域住民の連携や協力が深

まることになりました。 

 

３ 今後に向けて 

  このように地域協力者の温かい支援を受けて、

本校の教育活動は多様に展開されています。今後

も、学校が中心となりながらも、家庭・地域との

連携をさらに深め、子どもたちの健全な育成を目

指して、共通理解を図りながら取り組みたいと考

えています。 

  今年度は、四日市版コミュニティスクールが昨

年度に発足したことを受け、学校運営協議会によ

る学校づくりビジョン推進に向けての取組をさら

に進めることができました。今後は、保護者・地

域住民の持つ教育資源をさらに活かしていただけ

るように学校運営協議会の場を工夫し、ゲストテ

ィーチャーやボランティアの組織化を進めていき

たいと考えています。また、「学校公開日」の設定・

周知を図り、保護者や地域住民の方に来校してい

ただく機会を増やし、アンケートによる意見集約

をより活発にし、学校・地域・家庭が連携して学   

校運営を進めていきたいと考えています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



令和元年度四日市版コミュニティスクール活動報告 
  
                         四日市市立大谷台小学校  
                       
                         委員長  舘 美沙    
 
                         校 長  今村 孝之   
 

 

 

月 協議会の開催 活 動 内 容 

４   

５ 

第 1回 学校運営協議会  

 5月 15日（水） 

 

・四日市市教育委員会より指定書が交付され、委員委

嘱状が手渡されました。校内にて授業を参観した後、 

学校づくりビジョンを承認しました。 

６ 
 

 
 

７ 
CS運営協議会委員研修会 

7月 6日（土） 

 

・学校長含む 2名が出席しました。 

 

８ 
 

 
 

９ 

第 2回 学校運営協議会   

9月 5日（木） 

 

・「夏休み校内作品展」の鑑賞の後、学校の現状と課

題についてを報告するとともに、児童の様子について

懇談を行いました。また、今後の活動計画についても

意見交換をして決定しました。 

10 
 

 
 

11 

CS委員長会 

11月 8日（金） 

 

第 3回 学校運営協議会  

 11月 18日（月） 

 

・委員が出席しました。 

 

・授業参観とともに、「校内図工展」の鑑賞も行いま

した。その後、作品に関しての感想を交流するととも

に、児童の様子を懇談しました。給食試食会も開催し

ました。 

12 
「地域とともにある学校づく

り」推進フォーラム 

12月 16日（月） 

・代表として、1名が出席しました。 

１ 
 

 
 

２ 

第 4回 学校運営協議会   

2月 12日（水） 

 

・児童集会を参観した後、学校アンケートの結果をも

とに学校関係者評価を行いました。来年度の活動につ

いての意見交換も行いました。 

３ 
 

 
 

別紙Ｂ 


